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◇最新の情報、イベント案内は 

一部列車運休問題 

来年３月 JR ダイヤ改正に合わせ再考したい
            --和歌山電鐵から回答-- 

一部列車の運休について、「つくる会」は特に影響

の大きい伊太祈曽⇔貴志間の運休について再検討

を求めて申し入れ等を行ってきましたが、和歌山電

鐵より「現行ダイヤを極力動かさない前提での車

両・運転士の運用や施設面でのやむをえない決定

だが、貴志方面のお客様の要望も十分承知してい

るので、来年３月に JR の大幅な改正がある場合

に、これに合わせて再考したい」と回答がありまし

た。 

 

                                                                                   

輸送実績９月度も好調を維持 
           通勤定期の減が懸念材料 

９月度収入は対前年比各１０５．９％、輸送人員は

１０３．０％。４-９月累計で対前年比収入１００．８％

輸送人員９７．３％と定期券・回数券の減少が続い

ている。通勤定期の輸送人員は累計で対前年比８

５．７％。定期外の増加でカバーしているが今後の

重要な課題。回数券の減少は一日乗車券への移

行も原因か。今期、対前年比１００％は確保したい

が、前期の対前年比１１０％は南海との清算期の

ズレがあったため、前期、今期ともに対前年比１０

５％が実態に近いと、運営委員会で発表しました。 

１７時：貴志川高校吹奏楽部などの演奏 

１８時：豚汁、たこ焼き、コーヒー、甘酒など 

のサービス 

１９時：打ち上げ花火 

問い合わせは：０７３６－６４－４１８１ 


